
 

                TTC 提案山行実施記録 2014 年 6 月 2 日 報告者：肥田 美佐子 

山行名 日向山・雁ケ原(山梨県)    (日向山 1659.5ｍ) 

実施日 2014 年 5 月 31 日(土) 日帰り   マイクロバス利用    

天候/参加人数 天候：晴れ レベル★★ 参加人数：申込 18 名/実行 17 名(男 9/女 8) 

パーティスタッフ ＣＬ/計画： ＳＬ：  救護：会計：  写真：  スタッフ名削除 

参加メンバー 

 

男：9 名/女：8 名 

 

           参加者氏名削除 

 

費用 

一人当たり：3,800 円 

カンパ金：1,032 円 

 

(内訳) 

マイクロバスレンタル:29,268 円・ドライバー謝礼:18,000 円・ 

燃料代:10,500 円(150×(300＋50)÷5)・高速料金:5,800 円(@2,900×2) 

交通費合計：63,568 円/17 人（一人当たり 3,739 円） 

カンパ金:1,032 円  集金(＠3,800ｘ17)総額:64,600 円 

歩行時間/行動時間 

 歩行時間 休憩時間 行動時間 *尾白川渓谷駐車場ピストンコ－ス 

歩行時間比(実行/ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ)=91％ 

歩行時間比(実行/計画)=87％ 

行動時間比(実行/計画)=90％ 

 

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 5:10* － － 

計画 5：25* 1：15* 6：40* 

実行 4：42 1：18 6：00 

実行コースタイム記録 

                                                    (体操)       1:05              1:45  

ヨーカドー前===== 談合坂===== 須玉 IC=====尾白川林道入口付近-----矢立石登山口-----日向山三角点----- 

6:15         7:40-55        8:40           9:15-30           10:35-10:45           12:30 

0:05  (昼食) 1:02             45      (体操)       

-----雁ヶ原----矢立石登山口----尾白川渓谷駐車場====道の駅====須玉 IC====談合坂 SA====相模湖 IC====本厚木 

12:35-13:30    14:32-14:45        15:30-15:40     15:53-16:15  16：:31    17:00-17:40     18:00      19：00   

コースの概要、特記事項、反省事項等 

ヨーカ堂前を計画通りに出発し、相模湖インターに向かう。マイクロバスの中で TS さんが手作りの南瓜のシ

フォンケーキをごちそうしてくださった。そのおいしかったこと、「まるでプロのよう。」という声が聞かれた。 

 計画では、尾白川渓谷駐車場からスタ－トする予定だったが、SL の ST さんの提案で、矢立石登山口に通じ

る尾白川林道入口付近のＵタ－ン可能な三叉路までマイクロバスで入り、退屈な舗装された林道歩きを少しでも

短縮できるよう配慮した。途中、何台もの乗用車に追い越され、この分では矢立石登山口の駐車場もいっぱいに

なるのではと思いながら歩いていると、案の定、林道の途中に何台かが隙間を見つけて駐車していた。 

 矢立石登山口には、「平成 23 年の台風により、錦滝へは上りは気を付けて通行、下りは通行禁止」との立札が

あり、地元北杜市観光課とのやり取り『雁ヶ原－錦滝ｺｰｽは登り/下りとも通行禁止』を思い出して、ちょっと腹

立たしく感じた。この通りならピストンに変更せずに済んだのに、と。登山口を歩き始めるとすぐ、山ツツジが

きれいに咲いていて目を楽しませてくれた。登るにつれ山ツツジの数が増え、群生しているところで休憩を取っ

た。登山道はゆるやかで歩きやすく、木々が強い日差しを遮ってくれた。「気温は高くても、さわやかでそれほ

ど汗をかいていない。」という声も聞かれた。そのうち、トウゴクミツバツツジが目につくようになり、標高が

高くなるにつれ、満開の花がみられるようになった。たくさんのトウゴクミツバツツジの鮮やかな色に目を奪わ

れながら頂上に向かった。まさに、「丹沢の四季」の「華やかなミツバツツジお出迎え」の歌詞がぴったり当て

はまる景色だった。頂上では、白砂の奇岩が私たちを迎えてくれた。日なたで昼食を取ったが、日差しはきつい

のに標高が高いので暑さを感じなかった。食後、奇岩の先端に祠があり、滑りやすい砂の上を恐る恐る歩いてお

参りした。そこで、思いがけず「高所恐怖症」が発覚してしまった人もいた。 

 下りは、かなりハイペースで一気に下りたので予定より 30 分早く駐車場に着いた。一度は休憩を取ったほう

がよかったという反省が残った。帰りに道の駅へ寄り、19 時に無事厚木に戻った。その後、有志での懇親会も

催された。皆様のご協力で楽しく山行ができましたことを感謝します。ありがとうございました。 

―以上― 

 


